
九
月
か
ら
十
一
月
末
ま
で
の
「
組
織

拡
大
強
化
特
別
期
間
」
が
終
わ
り
ま
し

た
。
こ
の
間
４
７
９
人
の
増
（
２
１
都

府
県
）
、
５
２
３
人
の
減
（
１
９
道
府

県
）
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
以
後
数
十

名
が
後
退
、
集
中
期
間
な
ど
に
取
り
組

み
ま
し
た
が
、
目
標
が
大
き
く
残
り
ま

し
た
。

早
期
に
組
織
増
勢
に
転
じ
る
と
と
も

に
、
来
年
六
月
の
大
会
ま
で
の
目
標
で

あ
る
会
員
・
準
会
員
１
２
０
０
人
の
純

増
を
達
成
す
る
た
め
に
全

力
を
あ
げ
て
奮
闘
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

遅
れ
て
い
た
府
連
の
取

り
組
み
は
、
十
一
月
末
で

各
支
部
・
府
連
役
員
の
努

力
で
十
名
の
純
増
に
な
り

ま
し
た
。
十
二
月
の
映
画

会
「
十
五
歳
の
夏
」
や
、

二
月
の
「
春
節
の
つ
ど
い
」

の
取
り
組
み
ま
で
に
は
会

員
拡
大
を
大
き
く
前
進
さ

せ
ま
し
ょ
う
。
会
員
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

こ
の
間
の
各
支
部
の
行
事
や
会
員
拡

大
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

十
一
月
二
八
日
、
東
大
阪
支
部
は
毎

年
恒
例
の
「
日
中
交
流
の
集
い
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
年
は
市
内
の
在
日
中

国
人
の
他
、
留
学
生
も
参
加
さ
れ
三
三

名
の
参
加
で
賑
や
か
な
集
い
に
な
り
ま

し
た
。

小
部
さ
ん
の
サ
キ
ソ
ホ
ー

ン
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
副

支
部
長
の
北
郷
さ
ん
が
開

会
挨
拶
。
今
回
か
ら
日
本

人
の
中
国
語
通
訳
者
と
在

日
の
中
国
人
の
通
訳
の
人

も
参
加
し
て
の
交
流
会
で

は
、
在
日
中
国
人
の
方
か

ら
慣
れ
な
い
生
活
の
中
で
、

役
所
な
ど
の
手
続
き
で
は

「
言
葉
」
の
問
題
で
苦
労

し
て
い
る
こ
と
、
今
後
も

日
本
の
生
活
に
溶
け
込
む

努
力
を
し
て
い
る
こ
と
な

ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

留
学
生
の
方
か
ら
は
訪
日
し
た
初
め

の
頃
、
大
分
に
在
住
し
て
い
て
親
切
な

日
本
人
に
出
会
っ
た
こ
と
や
、

滞
在
時
の
生
活
費
な
ど
の
半

分
は
ア
ル
バ
イ
ト
で
賄
っ
て

い
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

集
い
は
中
国
の
横
笛
の
演

奏
や
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
、

日
本
の
篠
笛
・
尺
八
の
演
奏
、

太
極
拳
の
表
演
と
多
彩
な
集

い
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
持
ち
寄
り
の
小
品

で
ハ
ズ
レ
な
し
の
抽
選
会
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
支
部
で

は
今
後
も
中
国
人
と
の
交
流
の
輪
を
密

に
し
、
広
げ
て
ゆ
こ
う
と
話
し
合
っ
て

い
ま
す
。

（
熊
原
）

十
二
月
二
日
、
西
支
部
恒
例
の
干
支

（
猿
）
き
り
え
行
事
に
十
二
名
が
参
加
、

二
ヶ
月
前
か
ら
題
材
を
近
藤
先
生
か
ら

い
た
だ
き
、
何
人
か
に
絵
柄
を
相
談
し

な
が
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。

最
近
は
そ
れ
を
ま
た
個
々
人
ア
レ
ン

ジ
し
な
が
ら
の
制
作
で
す
。
初
参
加
者

に
稲
田
先
生
が
熱
心
に
手
を
取
り
な
が

ら
、
又
よ
も
や
ま
話
も
交
え

な
が
ら
、
最
後
ま
で
丁
寧
に

指
導
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
干

支
の
背
景
を
ど
う
す
る
か
、

な
か
な
か
決
ま
ら
な
い
で
二

名
ほ
ど
は
持
ち
帰
り
さ
れ
ま

し
た
。

途
中
見
学
に
来
ら
れ
た
方

が
「
や
っ
ぱ
り
制
作
者
が
違

う
と
作
品
ひ
と
つ
ひ
と
つ
顔

が
違
い
ま
す
ね
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。
（
平
松
）

十
九
回
目
を
迎
え

た
「
美
木
多
自
然
ま

つ
り
」
は
す
っ
か
り

地
域
の
ま
つ
り
と
し

て
定
着
し
、
お
昼
前

に
は
晩
秋
の
千
手
院

の
広
い
境
内
が
、
千

人
を
超
え
る
参
加
者

で
大
賑
わ
い
に
な
り

ま
し
た
。

今
年
も
日
中
堺
支

部
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、

カ
レ
ン
ダ
ー
や
書
籍
、
中
国
『
結
』
の

宣
伝
販
売
で
ま
つ
り
の
輪
に
参
加
し
ま

し
た
。
山
本
府
連
副
会
長
と
長
谷
川
曉

子
さ
ん
が
朝
早
く
か
ら
参
加
し
て
、
本

部
席
で
一
人
ひ
と
り
に
抽
選
券
の
「
手

渡
し
役
」
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
後
の
ご
く
ろ
う
さ
ん
会
で

は
、
若
い
女
性
な
ど
か
ら
中
国
の
「
政

治
体
制
」
や
「
ネ
ッ
ト
情
報
」
な
ど
か

ら
中
国
が
好
き
に
な
れ
な
い
、

ど
う
し
た
ら
交
流
で
き
る
か

等
、
率
直
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

山
本
副
会
長
か
ら
「
先
入

観
の
な
い
若
い
世
代
の
交
流

が
カ
ギ
で
す
」
長
谷
川
曉
子

さ
ん
か
ら
「
日
中
は
お
隣
ど

う
し
適
当
な
距
離
を
と
る
」

な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
、

夜
遅
く
ま
で
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

（
荒
崎
）
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組
織
拡
大
強
化
特
別
期
間

(

九
～
十
一
月)

中
国
脅
威
論
に
負
け
ず
全
国
で
奮
闘

府連通信

映画 ソ満国境１５歳の夏
１２月１８日(金) ４回上映

①10：30②13：30③16：00④18：45

天満橋ドーンセンターホール７階
前売り券1200円発売中

ロビーで「一日本兵が撮った日中戦争ー

村瀬守保写真展」を開催します

東
大
阪
支
部

在
日
中
国
人

と
交
流
の
集
い
開
催

干
支(
猿)

色
紙

き
り
え
教
室
大
阪
西
支
部

率
直
な
日
中
友
好
・

交
流
の
場
に
堺
支
部

２
０
１
６

日
中
友
好

春
節
の
つ
ど
い

二
月
二
一
日(

日)

十
二
時
か
ら

大
阪
中
国
帰
国
者
セ
ン
タ
ー

阪
急
千
里
線
柴
島
駅
徒
歩
八
分

阪
急
京
都
線
崇
禅
寺
駅
徒
歩
十
分

会
費
３
０
０
０
円(

軽
食
あ
り)



十
二
月
六
日
、
地
域
で
の
日
中
友
好

運
動
を
進
め
よ
う
と
、
組
織
強
化
期
間

の
取
り
組
み
と
し
て
、
大

阪
市
城
東
区
で
「
日
中
問

題
」
学
習
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
区
内
在
住

の
会
員
が
呼
び
か
け
、
二

三
名
が
集
い
ま
し
た
。
協

会
外
の
参
加
が
十
五
名
あ

り
ま
し
た
。

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

渡
辺
武
府
連
会
長
が
語
る

「
私
と
日
中
友
好
運
動
」

と
山
本
恒
人
府
連
副
会
長

(

大
阪
経
済
大
学
名
誉
教

授)

の
「
中
国
社
会
は
ど
こ
に
向
か
っ

て
い
る
か
」
の
二
本
立
て
で
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
詳
細
な
資
料
で
、

中
国
の
幹
部
の
腐
敗
と
摘
発
の
動
き
が

わ
か
り
、
ま
と
も
な
国
に
し
て
い
く
に

は
民
衆
の
力
が
カ
ギ
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
よ
く
理
解
で
き
た
」
「
私
た
ち
の

疑
問
に
丁
寧
に
こ
た
え
て
く
れ
て
よ
く

わ
か
っ
た
」
と
い
う
声
の
一
方
で
「
少

し
難
し
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
も
あ
り

ま
し
た
。

元
大
阪
城
天
守
閣
館
長
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
渡
辺
会
長
の
話
に
「
長
年
に

わ
た
る
日
中
友
好
運
動
の
経
験
が
聞
け

て
、
渡
辺
さ
ん
の
知
ら
な
い
部
分
が
わ

か
っ
て
新
鮮
だ
っ
た
」
と
い
う
感
想
も

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

呼
び
か
け
人
代
表
の
関
目
一
丁
目
在

住
の
玉
川
先
生
（
大
阪
府
歯
科
保
険
医

協
会
名
誉
理
事
長
）
は
、
開
会
の
あ
い

さ
つ
で
も
「
日
中
友

好
新
聞
」
に
ふ
れ
、

前
々
府
連
会
長
で
医

者
だ
っ
た
山
本
漸
先

生
に
勧
め
ら
れ
て
購

読
し
た
が
、
「
日
中

問
題
を
考
え
る
う
え

で
読
む
値
打
ち
の
あ

る
新
聞
だ
」
と
強
調

さ
れ
、
前
日
ま
で
に

知
人
二
名
を
準
会
員

と
し
て
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
。
府
連
か

ら
の
加
入
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
、
参

加
者
の
う
ち
会
員
一
名
と
準
会
員
一
名

の
入
会
が
あ
り
ま
し
た
。

(

松
尾)

十
一
月
二
八
日
、
「
エ
ル
お
お
さ
か
」

で
、
日
本
初
の
南
京
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
祭
が
十
時
か
ら
十
六
時
半
に
か
け

て
行
わ
れ
、
の
べ
七
百
人
が
鑑
賞
し
ま

し
た
。

『
南
京
引
き
裂
か
れ
た
記
憶
』
に
つ

づ
い
て
「
元
海
軍
兵
士
の
三
谷
翔
さ
ん
」

が
証
言
に
立
ち
、
実
際
に
見
た
累
々
た

る
犠
牲
者
の
模
様
、
見
聞
し
た
こ
と
を

絶
対
口
外
し
て
は
な
ら
な
い
と
命
令
さ

れ
た
こ
と
を
生
々
し
く
伝
え
、
勇
気
あ

る
証
言
に
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
わ

き
ま
し
た
。

続
く
、
最
新
作
松
岡
環
監
督
『
太
平

門
消
え
た
１
３
０
０
人
』
、
ア
メ
リ
カ

人
監
督
に
よ
る
『N

A
NK
I
N
G

（
南
京
）
』

も
含
め
、
２
５
０
人
近
く
が
全
編
を
通

し
で
鑑
賞
し
ま
し
た
。
会
場
内
で
は
被

害
者
の
語
る
言
葉
に
す
す
り
泣
く
声
も

聞
こ
え
ま
し
た
。
最
終
の
第
三
部
に
な
っ

て
も
会
場
は
満
員
で
し
た
。

実
行
委
員
会
の
中
心
と
な
っ
た
「
銘

心
会
南
京
」
の
若
者
男
女
二
人
が
司
会

を
務
め
、
比
較
的
若
い
観
客
が
多
か
っ

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

日
中
大
阪
府
連
か
ら
も
十
名
以
上
が

参
加
し
、
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
山
本
副

会
長
が
「
日
中
不
再
戦
、
日
中
友
好
の

輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
」
と
発
言
し
ま
し

た
。十

一
月
三
十
日
の
『
人
民
日
報
』
も
、

「
日
本
民
間
団
体
挙
弁
南
京
大
屠
殺
記

録
片
電
影
祭
」
と
大
き
く
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。
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城
東
区
で
「
日
中
問
題
」
学
習
講
演
会

組
織
強
化
期
間
に
呼
応
、
四
名
が
入
会

春
節
の
つ
ど
い

二
月
二
二
日
、
春
節
の
つ
ど
い

を
五
〇
数
名
の
参
加
で
開
催
し
ま

し
た
。
中
国
民
族
楽
団
『
家
園
』

の
演
奏
や
太
極
拳
の

表
演
で
春
節
を
祝
い

ま
し
た
。
『
家
園
』

の
メ
ン
バ
ー
は
内
モ

ン
ゴ
ル
や
大
連
な
ど

か
ら
日
本
に
帰
国
し

た
中
国
残
留
孤
児
と

残
留
二
世
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

北
東
ア
ジ
ア
友
好
の
旅

戦
後
七
〇
年
を
迎
え
日
本
コ
リ

ア
協
会
大
阪
と
大
阪
私
学
退
職
者

の
会
と
共
に
三
〇
名
が
、
五
月
二

六
日
か
ら
日
清
・
日
露
戦
争
を
テ
ー

マ
に
韓
国
・
東
学
農
民

革
命
の
激
戦
地
や
２
０

３
高
地
を
訪
問
し
ま
し

た
。中

国
・
山
東
半
島
が

日
清
戦
争
の
舞
台
に
、

中
国
側
で
は
甲
午
戦
争

と

呼
び

、

博

物
館

が

で

き
て

い

て

歴
史

を

し

っ
か

り

と

教
え

る

よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

平
和
の
つ
ど
い
に
４
５
０
名

青
年
が
朗
読
劇
熱
演

「
日
中
不
再
戦
・

平
和
友
好
の
つ

ど
い
」
は
七
月

一
日
大
阪
市
内

で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ス
タ
ッ

フ
を
ふ
く
め
て

４
５
０
名
が
参

加
、
メ
イ
ン
企

画

の

朗

読

劇

「

戦
時
下
反
戦
放
送
・
長
谷
川
テ

ル
の
生
涯
と
遺
児

暁
子
」
を
演
劇

を
志
す
二
十
代
の
青
年
た
ち
が
熱

演
し
ま
し
た
。

長
谷
川
テ
ル
さ
ん
の
遺
児
・

曉
子
さ
ん
と
陵
墓
を
訪
ね
る

九
月
十
一
日
～
十
六

日
、
日
中
大
阪
府
連
主

催
で
中
国
東
北
地
方
の

ジ
ャ
ム
ス
へ
、
二
十
名

の
参
加
者
と
緑
川
英
子

（
長
谷
川
テ
ル
）
・
劉

仁
さ
ん
の
遺
児
長
谷
川

曉
子
さ
ん
と
共
に
陵
墓

を
訪
ね
、
各
地
の
記
念
館
を
巡
っ

て
き
ま
し
た
。

曉
子
さ
ん
は
自
分
の
祖
国
で
あ

る
日
中
双
方
が
と
て
も
仲
の
悪
い

こ
と
に
心
を
痛
め
、
日
中
友
好
を

考
え
て
い
る
人
た
ち
と
と
も
に
、

母
テ
ル
さ
ん
の
墓
参
を
考
え
、
こ

の
旅
行
を
企
画
し
た
も
の
で
す
。

２
０
１
５
年
を
振
り
返
っ
て
、
府
連
通
信
か
ら

南
京
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
祭
７
０
０
名
の
盛
況

太極拳新春初稽古
１月１０日(日) 北区民ホール
大阪府連主催で９時半から行います。

北区民ホールは、ＪＲ天満駅又は地下鉄

扇町駅下車です。

１月１１日(祝) 守口市民体育館
守口太極拳班主催で、守口市民体育館

二階武道室で１０時から開催いたします。

ご参加をお待ちいたしております。


